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本日の説明の前に
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サイオスグループについて
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会社名 サイオス株式会社（英語表記：SIOS Corporation）

設立 1997年5月23日

（5月23日は、1995年 SunWorldで

初めてJavaが発表された記念となる日です）

市場情報 東京証券取引所第二部 3744

所在地 〒106-0047

東京都港区南麻布2-12-3 サイオスビル

グループ会社 サイオステクノロジー株式会社
〒106-0047 東京都港区南麻布2-12-3 サイオスビル

SIOS Technology Corp.
155 Bovet Road, Suite 476, San Mateo,CA 94402,U.S.A.

株式会社グルージェント
〒106-0047 東京都港区南麻布2-12-3 サイオスビル

株式会社キーポート・ソリューションズ
〒106-0047 東京都港区南麻布2-12-3 サイオスビル

Profit Cube株式会社
〒140-0002 東京都品川区東品川2-2-20

天王洲オーシャンスクエア17F

沿革

1997年 5月 株式会社テンアートニ設立

2002年 1月 ノーザンライツコンピュータ株式会社と合併

2004年 8月 東証マザーズに上場

SteelEye Technology, Inc.（現SIOS Technology Corp.）を買収

社名をサイオステクノロジー株式会社に変更

2008年 2月 株式会社グルージェントを子会社化

2009年 12月 関西営業所を開設

2013年 7月 南麻布へ本社移転

中部営業所を開設

九州営業所を開設

株式会社キーポート・ソリューションズを子会社化

東証第二部へ市場変更

BayPOS合弁会社設立

Profit Cube株式会社を子会社化

2017年 10月 サイオス株式会社を持株会社とする経営体制への移行に伴い、

サイオステクノロジー株式会社を事業会社として分割

2018年 12月 サイオステクノロジー株式会社が株式会社サードウェアを吸収合併

2014年 4月

2015年 4月

2015年 5月

2015年 6月

2015年 10月

2006年 11月

2006年 8月



サイオステクノロジーとOSS
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•ソフトウェア
•NGINX

• EDB Postgres

•RHEL、CentOS

•サービス
•OSS よろず相談室

• LINBIT HAサポート



LINBITとサイオスとの関係

•LINBIT社
•オーストリアのウィーンにあるソフトウェア開発会社
•DRBDの開発者PhilippさんがCEO

•DRBDは1998年ごろから開発開始、2003年ごろからOSSとして広く公開

•サイオステクノロジー株式会社はLINBITの国内代理店
•OSSの活動

•ドキュメントを翻訳
• LINBITの最新技術を伝える

• LINBIT HAサポートの窓口

•サポートライセンスの販売
•HAシステムの提案・構築
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DRBDの概要
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そもそもDRBD とは？

• Distributed Replicated Block Device
• Linuxプラットフォームのストレージ冗長化システムソフトウェア

• オーストリアのLINBIT社が開発

• Windows版も開発中

• ネットワーク経由での冗長化
• ネット経由のRAID-1

• Primary/Secondaryの状態を持つ
• Primary データの読み書きができる

• Secondary   データのアクセスはできない
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DRBD の概念図
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HAクラスター構築例
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DRクラスター
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SDS
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Kubernetes CSI プラグイン
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DRBD のバージョン

•各バージョンとリリース期間
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8.3

now

2013年9月
DRBD 8.3開発終了

2015年6月
DRBD 9リリース

DRBD 8.3の延長サポート
最長2022年まで
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8.48.4

メンテナンス(機能追加なし)

9



DRBD 9の新機能

• マルチノード対応

• トランスポート抽象化

• 自動プロプロモーション機能

• 設定ツールLINSTOR

• Quorum
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今日の説明



DRBD9のQuorum
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なぜQuorumが必要なのか？

• HAシステムの信頼性をアップするため
• スプリットブレインの発生を防止

• データの整合性を守る

• Fencing（従来の方法）
• スタンバイ側ストレージをアクティブにさせない

• 回線切れるとFencingの制御が出来なくなる

• 仮想環境で回線が冗長化できない場合
• Fencingは利用できない

• Quorumを使ったストレージの制御が必要に
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Quorumの概念図

３ノード以上で構成
20
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node1との通信が切れた

node2でアクセスが可能
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PrimaryPrimary Secondary

node1 node2 node3

アクセス
できなくなる

切断箇所



node1の通信が回復

node2をPrimaryのまま運転
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Secondary Primary Secondary

node1 node2 node3



downPrimary down

node1 node2 node3

ノードが正常に停止した場合

ラストマンスタンディング

• node2、node3が正常に停止した場合は、node1に影響はない
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Pacemakerとの連携
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2ノードのHAクラスタ

Quorum設定を追加
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2ノードのHAクラスタ -> 3ノード化

監視用のノードを追加
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Node1では書き込み禁止状態へ
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回線の障害が発生する

Secondary



回線の障害が発生する
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回線が復旧する
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確実なデータ保護ができる



本日のまとめ

•DRBD9ではQuorum機能が使えるようになった
• 3ノード以上の構成で有効

• 3ノード目はディスクレスでも可、仮想マシンでも可

•回線の冗長化できない環境でFencingの代わりに使える

• スプリットブレインを完全に防止できる

• DRBD単独でもPacemakerとの連携でも利用できる
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Q&A
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おまけの情報
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DRBD 9 Windows Driver

2020年10月頃正式バージョン公開予定

• LinuxのDRBDストレージをWindowsからマウント

• SCSIモードとRAWモード

詳細はサイオステクノロジーのブログサイトで順次発信します
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https://blog.drbd.jp/

DRBD Tech Blog

https://bcblog.sios.jp/category/oss/

ビジネス継続と
ITについて考える

https://blog.drbd.jp/
https://bcblog.sios.jp/category/oss/
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LinuxでのHAシステムの構築は・・・


